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去
る
、
３
月
27
日
に
開
催
さ

れ
た
総
代
会
後
の
理
事
会
で
、

更
な
る
向
こ
う
三
年
間
の
舵
取

り
を
担
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

現
在
の
林
業
界
の
現
実
、
木

材
、
特
に
丸
太
の
出
荷
先
が
な

い
中
で
の
船
出
で
あ
り
ま
す
。

組
合
員
皆
様
の
今
ま
で
以
上
の

ご
協
力
を
願
う
も
の
で
あ
り
ま

す
。近

年
地
球
温
暖
化
が
影
響
し

て
い
る
と
言
わ
れ
る
山
火
事
が

頻
繁
に
発
生
し
て
お
り
ま
す
。

身
近
な
と
こ
ろ
で
は
昨
年
２
月
、

そ
し
て
本
年
３
月
に
発
生
し
た

岩
手
県
大
船
渡
市
と
大
槌
町
の

山
林
火
災
は
併
せ
て
５
３
０
０

ヘ
ク
タ
ー
ル
と
い
う
未
曾
有
の

面
積
が
焼
失
し
て
お
り
ま
す
。

改
め
て
、
被
害
に
遭
わ
れ
た
両

地
域
の
方
々
に
御
見
舞
い
を
申

し
上
げ
ま
す
。
今
回
の
山
林
火

災
が
大
面
積
に
及
ん
だ
原
因
の

ひ
と
つ
と
し
て
「
樹
冠
火
」
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
近
年
の
森

林
所
有
者
の
高
齢
化
・
後
継
者

不
足
・
森
林
へ
の
関
心
の
低
下

等
で
手
入
れ
の
行
わ
れ
な
い
林

分
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

特
に
私
た
ち
が
教
わ
っ
た
林

業
用
語
の
「
枝
打
」
と
い
う
言

葉
が
消
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。
一

時
期
「
木
登
機
」
ま
で
登
場
し

た
作
業
が
林
業
界
か
ら
消
え
て
、

そ
れ
ら
の
伝
承
も
あ
り
ま
せ
ん
。

代
々
受
け
継
い
で
で
き
た
森
林
、

特
に
人
工
林
へ
の
愛
着
が
希
薄

に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が

教
訓
と
し
て
残
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
昨
年
秋

以
降
の
ク
マ
の
出

没
で
あ
り
ま
す
。

管
内
で
も
一
件
の

人
的
な
被
害
が
あ

り
ま
し
た
が
林
業

の
現
場
で
の
事
案

は
確
認
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。
こ
の
よ

う
な
条
件
が
変
化

し
て
い
る
中
で
も

先
代
が
将
来
を
見

据
え
て
植
栽
し
た

木
々
は
成
長
を
続

け
て
お
り
ま
す
。

大
径
化
を
続
け
る

木
々
は
年
間
成
長

量
が
低
下
し
て
お

り
伐
期
を
迎
え
て

い
ま
す
。
国
内
需
要
が
低
下
す

る
中
で
売
先
を
求
め
て
苦
慮
し

て
お
り
ま
す
。

こ
れ
に
拍
車
を
か
け
て
い
る

の
が
「
中
東
有
事
」
で
林
業
界

も
合
板
用
接
着
剤
の
不
足
、
現

場
で
使
用
す
る
重
機
の
潤
滑
油
、

そ
し
て
伐
倒
に
使
用
す
る
チ
ェ

ン
ソ
ー
用
の
オ
イ
ル
ま
で
も
入

手
困
難
で
す
。

私
が
中
学
校
高

学
年
の
頃
だ
っ
た

と
思
う
。
両
親
の

仕
事
は
、
夏
場
は

猫
の
額
ほ
ど
の
水

田
を
作
り
、
合
間

に
は
建
設
現
場
の

作
業
員
、
町
有
林

の
下
刈
と
休
み
な
く
働
い
て
い
た

記
憶
が
あ
る
。
出
稼
ぎ
と
い
う
社

会
的
な
現
象
の
前
の
時
代
で
あ
る
。

冬
場
に
は
集
落
の
仲
間
と
、
町
よ

り
払
い
下
げ
を
受
け
炭
焼
き
で
生

計
を
立
て
て
い
た
。
炭
焼
き
の
工

程
は
原
木
を
倒
し
、
玉
切
し
炭
窯

に
立
て
込
み
火
を
入
れ
順
調
に
進

ん
で
も
気
の
抜
け
な
い
一
週
間
で

あ
っ
た
。
良
質
な
炭
を
焼
く
た
め

に
両
親
は
小
屋
泊
ま
り
で
あ
っ
た
。

何
窯
も
焼
く
と
、
小
屋
の
周
り
は

炭
俵
で
壁
に
な
っ
て
い
た
。
春
の

気
配
が
感
じ
ら
れ
る
三
月
の
春
休

み
に
、
そ
り
で
炭
俵
を
集
落
ま
で

運
ぶ
作
業
に
駆
り
出
さ
れ
た
。
一

台
に
20
俵
を
積
ん
で
運
搬
の
車
の

と
こ
ろ
ま
で
一
日
二
回
が
限
度
で

あ
っ
た
。
運
び
出
し
が
終
わ
る
と

県
の
木
炭
検
査
員
が
検
査
を
行
い
、

ラ
ン
ク
を
付
さ
れ
新
堀
駅
か
ら
東

京
方
面
へ
。
そ
の
炭
代
金
が
唯
一

の
冬
の
収
入
で
あ
っ
た
。

難
し
い
問
題
が
山
積
し
て
お

り
ま
す
が
、
ひ
と
つ
ず
つ
解
決

し
前
に
進
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
地
域
に
根
付
く
先
代
か

ら
の
林
業
の
山
の
術
を
引
き
継

ぎ
、次
の
世
代
に
伝
え
る
役
割
を

果
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
の
で

組
合
員
の
皆
様
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
て
林
業
お
お
さ
き
第
54

号
発
行
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

きみおの
ひとりごと

地
域
の
術
を
次
の
代
へ

代
表
理
事
組
合
長
　古
内
　公
雄

令
和
８
年
３
月
27
日
、
大
崎
市

岩
出
山
公
民
館
（
ス
コ
ー
レ
ハ
ウ

ス
）
に
て
第
28
回
通
常
総
代
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

総
代
現
在
数
１
９
８
名
中
、
１

５
７
名
（
本
人
出
席
73
名
・
委
任

状
３
名
・
議
決
権
行
使
書
81
名
）

に
ご
出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。
議

長
に
色
麻
町
の
高
橋
克
明
氏
を
選

任
し
議
事
に
入
り
、
提
出
し
た
全

第
28
回
総
代
会
を
開
催

議
案
８
案
件
は
、
い
ず
れ
も
原
案

通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

第
８
号
議
案
の
役
員
選
任
に
関

す
る
件
で
は
原
案
通
り
可
決
さ
れ

役
員
の
改
選
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

役
員
一
覧
は
別
記
の
通
り
で
す
。

ご
出
席
い
た
だ
い
た
総
代
の
皆
様
、

関
係
機
関
の
皆
様
、
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

新役員一覧
古内　公雄
鈴木　俊通
大場　雅之
地紙　清喜
阿部　　拓
佐藤　良司
髙橋　　元

佐藤　友一
千葉　連悦
村岡　一也
早坂　幸貴
及川留太郎
鎌田　耕造
髙橋　　洋

代表理事組合長
代表理事副組合長
理 事
理 事
理 事
理 事
理 事

理 事
理 事
理 事
理 事
代表監事
監 事
監 事

功労者の表彰
長年森林組合に貢献された方々に感謝状が贈られました。
長い間ありがとうございました。 （敬称略）

推
進
委
員

早坂　道雄（色　麻　町）
早坂　長一（加美町小野田）
今野　徳男（加美町宮崎）
澁谷　文則（加美町宮崎）
佐藤　清継（加美町宮崎）

佐藤　政喜（加美町中新田）
小杉　勇治（加美町中新田）
大内　孝哉（大崎市岩出山）
鈴木　義雄（大崎市鳴子温泉）
三澤　祥隆（大崎市松山）

林業おおさき令和８年７月１日 2



令和７年度　損 益 計 算 書 自　令和７年１月１日
至　令和７年12月31日

（単位：円）損益計算書
科　　目 金　額

Ⅰ事業総損益
１．事業総収益 564,698,395
２．事業総費用 457,476,644

事業総利益 107,221,751
Ⅱ事業損益
１．人 件 費 67,856,683
２．旅費交通費 1,234,464
３．事 務 費 2,265,241
４．業 務 費 1,923,399
５．諸税負担金 1,994,387
６．施  設  費 18,500,092
７．雑      費 487,827

事業管理費計 94,262,093
事 業 利 益 12,959,658

Ⅲ事業外損益
１．事業外収益 1,212,216
２．事業外費用 167,553

事業外損益 1,044,663
経 常 利 益 14,004,321

Ⅳ特別損益
１．特 別 利 益　　 7,655
２．特 別 損 失 305,564
特別損益 △ 297,909
税引前当期純利益 13,706,412

法人税及び住民税額 4,500,000
当期純利益 9,206,412
前期繰越剰余金 3,379,703
当期未処分剰余金 12,586,115
剰余金処分額
当期未処分剰余金 12,586,115
法定準備金 4,000,000
任意積立金
損失補填積立金 3,000,000
施設設備等拡張積立金 3,000,000
次期繰越剰余金 2,586,115

損益計算書の明細
部門 費　用 金　額 収　益 金　額 損　益

指　導
指導費 1,320,496 賦課金 0
情報費 338,500 指導補助金 0

計 1,658,996 計 0 △1,658,996

販　売

販売品売上原価 2,175,809 販売手数料 175,190
林産品売上原価 172,537,657 林産手数料 1,319,815
販売雑費 14,068,799 販売品売上 3,335,682
請負林産原価 103,864,481 林産品売上 217,699,299

請負林産収入 142,460,165
販売雑収入 1,870,823

計 292,646,746 計 366,860,974 74,214,228

加　工
加工品売上原価 3,384,108 加工品売上 1,378,589

加工雑収入 19,262
計 3,384,108 計 1,397,851 △ 1,986,257

森

林

整

備

森
林
整
備

森林整備費 71,653,974 森林整備収入 99,264,264
作業道工事費 4,748,600 森林整備手数料 121,961

作業道工事収入 5,397,500
計 76,402,574 計 104,783,725 28,381,151

利
　
　
用

調査費 25,381,615 調査収入 32,810,000
利用施設維持費 34,873,919 利用料 32,952,248
病害虫防除費 2,748,924 病害虫防除収入 4,858,000
利用雑費 10,225,899 造林補助金取扱手数料 1,960,116
委託管理費 3,407,924 委託管理収入 5,658,199

利用雑収入 4,933,331
森林保険手数料 219,911

計 76,638,281 計 83,391,805 6,753,524
購
買
事
業

物
　
　
資

事業物資売上原価 6,713,793 事業物資売上 8,242,440
事業物資購買雑費 17,490 事業物資雑収入 4,000

計 6,731,283 計 8,246,440 1,515,157
購
買
生
活

物
　
　
資

生活物資売上原価 14,656 生活物資売上 17,600
生活物資購買雑費 0 生活物資雑収入 0

計 14,656 計 17,600 2,944
計 159,786,794 計 196,439,570 36,652,776

合　　計 457,476,644 合　　計 564,698,395 107,221,751

去
る
、
３
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27
日
に
開
催
さ

れ
た
総
代
会
後
の
理
事
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で
、

更
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向
こ
う
三
年
間
の
舵
取

り
を
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こ
と
に
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り
ま
し
た
。
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、
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、
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。
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い
る
と
言
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山
火
事
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頻
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に
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お
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ま
す
。
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ろ
で
は
昨
年
２
月
、

そ
し
て
本
年
３
月
に
発
生
し
た

岩
手
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大
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山
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火
災
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３
０
０
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す
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改
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被
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に
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の
方
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に
御
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舞
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上
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す
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回
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山
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火
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が
大
面
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原
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の

ひ
と
つ
と
し
て
「
樹
冠
火
」
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
近
年
の
森

林
所
有
者
の
高
齢
化
・
後
継
者

不
足
・
森
林
へ
の
関
心
の
低
下

等
で
手
入
れ
の
行
わ
れ
な
い
林

分
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

特
に
私
た
ち
が
教
わ
っ
た
林

業
用
語
の
「
枝
打
」
と
い
う
言

葉
が
消
え
つ
つ
あ
り
ま
す
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時
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て
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れ
ら
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あ
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。
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あ
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。
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植
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の
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有
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で
林
業
界

も
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の
不
足
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場
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、

そ
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て
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に
使
用
す
る
チ
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ン
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の
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ま
で
も
入
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で
す
。

私
が
中
学
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高

学
年
の
頃
だ
っ
た

と
思
う
。
両
親
の

仕
事
は
、
夏
場
は

猫
の
額
ほ
ど
の
水

田
を
作
り
、
合
間

に
は
建
設
現
場
の

作
業
員
、
町
有
林

の
下
刈
と
休
み
な
く
働
い
て
い
た

記
憶
が
あ
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。
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と
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う
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会
的
な
現
象
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前
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時
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で
あ
る
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冬
場
に
は
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落
の
仲
間
と
、
町
よ

り
払
い
下
げ
を
受
け
炭
焼
き
で
生

計
を
立
て
て
い
た
。
炭
焼
き
の
工

程
は
原
木
を
倒
し
、
玉
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し
炭
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に
立
て
込
み
火
を
入
れ
順
調
に
進

ん
で
も
気
の
抜
け
な
い
一
週
間
で

あ
っ
た
。
良
質
な
炭
を
焼
く
た
め

に
両
親
は
小
屋
泊
ま
り
で
あ
っ
た
。

何
窯
も
焼
く
と
、
小
屋
の
周
り
は

炭
俵
で
壁
に
な
っ
て
い
た
。
春
の

気
配
が
感
じ
ら
れ
る
三
月
の
春
休

み
に
、
そ
り
で
炭
俵
を
集
落
ま
で

運
ぶ
作
業
に
駆
り
出
さ
れ
た
。
一

台
に
20
俵
を
積
ん
で
運
搬
の
車
の

と
こ
ろ
ま
で
一
日
二
回
が
限
度
で

あ
っ
た
。
運
び
出
し
が
終
わ
る
と

県
の
木
炭
検
査
員
が
検
査
を
行
い
、

ラ
ン
ク
を
付
さ
れ
新
堀
駅
か
ら
東

京
方
面
へ
。
そ
の
炭
代
金
が
唯
一

の
冬
の
収
入
で
あ
っ
た
。

難
し
い
問
題
が
山
積
し
て
お

り
ま
す
が
、
ひ
と
つ
ず
つ
解
決

し
前
に
進
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
地
域
に
根
付
く
先
代
か

ら
の
林
業
の
山
の
術
を
引
き
継

ぎ
、次
の
世
代
に
伝
え
る
役
割
を

果
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
の
で

組
合
員
の
皆
様
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
て
林
業
お
お
さ
き
第
54

号
発
行
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

きみおの
ひとりごと

地
域
の
術
を
次
の
代
へ

代
表
理
事
組
合
長
　古
内
　公
雄

令
和
８
年
３
月
27
日
、
大
崎
市

岩
出
山
公
民
館
（
ス
コ
ー
レ
ハ
ウ

ス
）
に
て
第
28
回
通
常
総
代
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

総
代
現
在
数
１
９
８
名
中
、
１

５
７
名
（
本
人
出
席
73
名
・
委
任

状
３
名
・
議
決
権
行
使
書
81
名
）

に
ご
出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。
議

長
に
色
麻
町
の
高
橋
克
明
氏
を
選

任
し
議
事
に
入
り
、
提
出
し
た
全

第
28
回
総
代
会
を
開
催

議
案
８
案
件
は
、
い
ず
れ
も
原
案

通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

第
８
号
議
案
の
役
員
選
任
に
関

す
る
件
で
は
原
案
通
り
可
決
さ
れ

役
員
の
改
選
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

役
員
一
覧
は
別
記
の
通
り
で
す
。

ご
出
席
い
た
だ
い
た
総
代
の
皆
様
、

関
係
機
関
の
皆
様
、
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

新役員一覧
古内　公雄
鈴木　俊通
大場　雅之
地紙　清喜
阿部　　拓
佐藤　良司
髙橋　　元

佐藤　友一
千葉　連悦
村岡　一也
早坂　幸貴
及川留太郎
鎌田　耕造
髙橋　　洋

代表理事組合長
代表理事副組合長
理 事
理 事
理 事
理 事
理 事

理 事
理 事
理 事
理 事
代表監事
監 事
監 事

功労者の表彰
長年森林組合に貢献された方々に感謝状が贈られました。
長い間ありがとうございました。 （敬称略）

推
進
委
員

早坂　道雄（色　麻　町）
早坂　長一（加美町小野田）
今野　徳男（加美町宮崎）
澁谷　文則（加美町宮崎）
佐藤　清継（加美町宮崎）

佐藤　政喜（加美町中新田）
小杉　勇治（加美町中新田）
大内　孝哉（大崎市岩出山）
鈴木　義雄（大崎市鳴子温泉）
三澤　祥隆（大崎市松山）
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大 崎 森 林 組 合

総 代 会

理 事 会 監 事 会

総務委員会・業務委員会

現 場 技 術 職

代 表 理 事 組 合 長

代表理事副組合長

運 　 営 　 機 　 構 　 図

鈴木　俊通

古内　公雄

総 務 課 業　　　務　　　課

門脇　明夫
小林　千晃
佐々木五九子
早坂　幸貴
鹿野　貴広
庄子　　真
菅原　　満

志久保　睦
佐藤　秀樹
福島　雅敏
清水川　令
髙橋　　豊
浜田　吉仁
横山　勝俊

課　　長　遊佐　　学
課長補佐　橋本　美紀
係　　長　遊佐　里子

課長　氏家　瑞文
係長　加藤　康弘
技師　髙橋　花実
技師　舘内　　史
技師　森谷　心咲
技師　亀卦川恒幸
技師　千葉　義尊

技師　地紙　悠真
臨時　大森　幸男
　　　今野　耕一

亀卦川恒幸
千葉　義尊

地紙　悠真

今年の4月に入組した地紙悠真です。主に測量
など、現場の調査を担当しています。他には植林
などの現場作業や免税軽油の申請など事務仕事も
頑張っています。まだまだ分からないことが多い
ですが、先輩方に優しく教えてもらっています。
森林に関する知識を身につけて、皆さんの役に立
てるよう精一杯努力して参ります。

昨年の７月に入組しました千葉です。主に作業
現場の伐採着手・写真撮影・写真管理を担当して
います。森林関係について経験が浅く知識不足な
為、作業員の方に任せてしまっている部分がある
ので、これからより多くの現場に足を運び、現場
での基本的な作業方法はもちろん、応用的・効率
的な方法を見出せるよう精進いたします。
チェンソー・刈払機資格の習得をいたしました
のでベテラン作業員の方々から使用方法のコツな
どを教えて貰い、少しでも作業員のお役に立てる
ように努めたいと思います。

はじめまして。昨年の7月に入組しました亀卦
川です。前職では、管理技術者として県や市町村
の発注機関と打ち合わせや調整等を行い、業務を
遂行してきました。その経験を活かし今後は、森
林組合員の方々や発注機関との迅速な対応や調整
を念頭におき、皆様に貢献できるよう努めて参り
ます。至らない点が多くご迷惑をおかけするかも
しれませんが、どうぞよろしくお願いいたします。

＼ キャリア採用２名　新卒採用１名 ／

ち　　　ば　　　よし　　たか

業務課　技師　千　葉　義　尊

き　け　がわ　　つね　　ゆき

業務課　技師　亀卦川　恒　幸
ち　　　がみ　　ゆう　　　ま　

業務課　技師　地　紙　悠　真

新入職員の紹介

技術職員
志久保　睦

技術職員を大募集中! !

森林伐採・刈払など現場作業仕事内容

林業に意欲がある方応募資格

基本給　179,300円～給　　与

年２回あり
前年度実績あり

賞　　与

現場作業時間についてのお願い
近年は夏場の暑さが大変厳しく、熱中症の危険が高まっております。そのため、
作業員の安全確保と健康管理のため、現場作業をこれまでより早めに終了させてい
ただく場合があります。また終業時間内に安全に事務所へ戻るため、作業時間の調整を行っており
ます。作業のご依頼を頂いている皆様にはご不便をおかけすることもございますが、安全に作業を
続けていくため、ご理解とご協力をお願いいたします。

竹を枯らす除草剤、デゾレートAZ粒剤
の販売を再開いたしました。「毒物及び劇
物取締法」から除外されたため通常の購買
商品と同様に押印なしでご購入いただけま
す。在庫に限りがございますのでご購入希
望の際には事前にお電話いただき数量等を
お伝えいただきますようお願いいたします。
商品についてのご質問等のお電話も
お待ちしております。

仕事内容、やりがい、どんな想いで仕事をしてい
るかなどリアルな声を紹介しています。ぜひご覧く
ださい！

購買 n e w s

ホームページに技術職員の
インタビューを掲載いたしました！

現場で
働くのはきついですが
達成感もあります。

職場見学もできますので総務課長
遊佐までお気軽にお問い合わせ

ください！

林業おおさき令和８年７月１日 4
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令和８年度　損益計画
科　　目 金　　額

Ⅰ事業総損益
１．事 業 総 収 益 554,847,500

販 売 356,302,500
加 工 35,000
森 林 整 備 198,510,000

２．事 業 総 費 用 444,039,000
指 導 1,693,000
販 売 294,120,000
加 工 1,200,000
森 林 整 備 147,026,000

事 業 総 利 益 110,808,500
Ⅱ事業損益

１．人 件 費 74,293,100
２．旅 費 交 通 費 1,500,000
３．事 務 費 1,600,000
４．業 務 費 1,850,000
５．諸 税 負 担 金 2,200,000
６．施 設 費 20,282,222
７．雑 費 600,000

事業管理費計 102,325,322
事 業 利 益 8,483,178

Ⅲ事業外損益
１．事 業 外 利 益 725,000
２．事 業 外 費 用 100,000

事 業 外 損 益 625,000
経 常 利 益 9,108,178

Ⅳ特別利益
１．特 別 利 益 10,000
２．特 別 損 失 0
特 別 損 益 10,000
税引前当期利益 9,118,178
法人税及び住民税 3,000,000
当 期 剰 余 金 6,118,178
前期繰越剰余金 2,586,115
当期未処分剰余金 8,704,293

宮城県森林組合連合会　木材市況　５月
樹　種 材　長 径  級 高　値 中　値

大
　
　
　
　
　
衡

ス　ギ

3.00m 20～32cm − 13,000 

4.00m

10～13直曲 10,860 10,000 

14～18直曲 10,860 10,500 

20～22cm − 12,200 

24～34cm 12,800 12,500 

36～ 14,000 12,000 

大曲り 8,500 7,800 

ヒノキ
2.00ｍ 20～32cm − −

4.00m 18～30cm − −

備　考

開催日 13日

出品量 728㎥

販売量 502㎥

販売率 68%

広 葉 樹
販売実績

サ　ク　ラ　　2.20ｍ−24−32㎝　33,600円/㎥

ト チ ノ キ　　8.20ｍ−52㎝　　159,000円/㎥

下記の事象が生じた場合には組合員資格に関する手続き
が必要になります。該当される方は当組合までご連絡くだ
さい。ご協力をお願いいたします。

上記２名職員がご退職されました。
長い間、組合経営にご尽力いただき
本当にありがとうございました。

山菜採りや散策などで山に入る際は、事前
にクマの出没情報を確認し山に入ったら痕跡
などにも注意しましょう。クマ鈴やラジオな
どで音を出し単独行動は避けましょう。

よくお問合せいただくご質問

木の伐採をお願いしたいのですが、１本あたりの費用はどのくら
いになりますか？

伐採費用については、木の大きさ・本数・周辺状況・重
機の使用可否などによって金額が大きく変わるため、お電
話で１本あたりの金額のご案内は行っておりません。必ず
現場を確認したうえでお見積りを作成させていただきます。

Ｑ

A

１．名義人死亡　２．共有林の代表者の変更　３．住所変更

【発行：大崎森林組合】
宮城県大崎市岩出山下野目字長田129-1

TEL：0229-72-1412
FAX：0229-72-3412

HP：https://www.oosaki-s.com/

組合員の皆様へのお願い

大崎森林組合

クマに注意！業務課　嘱託　平野　克彦
業務課　嘱託　高橋　浩之
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